








Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 英国における先進事例調査 ]8.

　以下に、①V&A、②Science Museum、③Young V&A 
East、そして④London Museum Docklandsを訪問した
際の調査記録を報告する。

　ヴィクトリア＆アルバート博物館（V&A South Kensington）で
2025年６月から2026年２月まで開催の特別展「Design 
and Disability」では、さまざまな障害のある人々が、生きる
ために自らの経験や専門性を通じてどのようにデザイン
実践を行なってきたかを紹介する。「Visibility」「Tools」

「Living」の３つのセクションにおいて、デザイン、アート、
建築、ファッション、写真など170作品が展示されていた

（観覧料は大人£16）。
　この展示会場で特徴的だったのは、セクションごとに
異なるフェルト生地の凹凸形状が施された椅子やテーブル、
展示台だった。また、キャプションの文字を大きく印刷して
まとめた冊子や、写真を添えて展示の流れや代表的な
展示物などを説明するビジュアルストーリー、会場構成を
触覚で把握できるマップ、イントロダクション映像に表示
された字幕と手話通訳、子どもや車椅子利用者も見やすい
高さのキャプションなどが用意されていた。これらは、
V&A以外の展示会場でも一般的に用意されていたが、
多様な来場者に開かれた展示を実現するための要素が
網羅されていた（図１）。

　展示については、健常者から障害者に向けられる
哀れみに対抗する意図を込めた「Piss on pity」Tシャツや、
障害者のアクセス向上のために作られたことをマーケ
ティングにおいて隠し、一般向けにハンズフリーの利便性を
謳ったスニーカーなど、多様な作品を見ることができた。
また、3Dプリンターでつくった補助具、デジタルデバイスを
駆使してデモに遠隔で参加する方法なども紹介されていた。
そうした多様な作品群を通して、障害者を不可視化せず、
独創的な取り組みを発信することなど、クリエイティブ
ヘルスの観点からも包摂的な博物館を目指す際に果た
すべき役割や姿勢について、多くを学ぶことができた。

　科学博物館の企画展「Future of Food」は、2025年
7月から2026年1月まで開催され、科学がどのようにより
持続可能な食料生産、調理、そして食事の方法をつくって
いくかを扱った無料の展示。科学博物館自体は入場無料
だが、大人は£5以上の寄付を推奨されていた。 
　展示内容は、導入でフードシステムを簡潔に説明し、
日々の生活で目にする食品の背後に広がる食産業や環境
コストに目を向け、より望ましい食の未来について考えさ
せるものだった。具体的には、穀類の単一種栽培や集約的な
畜産業、ハーバー・ボッシュ法、レイチェル・カーソンの

『沈黙の春』から、発酵技術の歴史と応用、オーガニック
食品運動、さまざまな植物由来食品、細胞から肉を育てる
方法、食料主権、持続可能な養殖まで、多岐にわたる
内容を網羅的かつ客観的に展示していた。 
　また、「The Green Revolution was both a miracle 
and a disaster.」という壁面のメッセージに代表される
ような科学技術倫理に触れる問いかけや、細胞性食品を
食べたいかを問う投票マシーン（Yesがやや優勢だった）
の設置など、議論を促すことと、そのために情報を適切に
提供する姿勢に好感を覚えた。 
　さらに、常設展においても同様に、科学技術の担い手で
ある「Technician」にフォーカスしながら技術要素を知る
ことができるような内容が多く、子どもたちの興味関心と
社会で働くことをつなぐナラティブがとても意識的に
設計されているように感じた（図2）。

　Young V&Aはヴィクトリア＆アルバート博物館（V&A）の
分館として、紀元前2,300年から現在に至るまでの2,000点
以上の作品を扱い、「PLAY」「IMAGINE」「DESIGN」の
3つのギャラリーで展示する無料の博物館。1872年に
ベスナル・グリーン博物館として開館し、第1次世界大戦後
に子ども向けの展示室を拡大した歴史を持ち、その後の
V&A Museum of Childhoodから3年間の閉館と改修を
経て、2023年夏に再開された（図3）。

　5年間にわたる調査と設計、そして地域に住む子どもや
家族、学校からの意見を踏まえて改修は行われており、
文字通り子どもとその家族に開かれた場になっていると
感じた。それは子どもたちが悠 と々走り回れる広 と々した
メインホール、遊具的でインタラクティブな展示、赤ちゃんを
寝かせられるほど奥行きのあるベンチ、ベビーカーを置く
スペースが広く確保されているなどの空間的な要素に
限らなかった。展示ケースには作品の説明に加えて、「窓の
外を見て、今日の空は何色？」という簡単なものから

「きみの好きな食べもの用に何か特別なものをデザイン
するとしたら？」という少し考えさせる問いかけまでが
いくつも散りばめられ、見るだけでなく考えるきっかけを
豊富に提供していた。また、遊びが心と身体の動きを引き
出すことの意味や、エシカルファッションとは何か？などの
端的な解説も丁寧に提供され、大人から子どもへの語り
かけや、学齢の高い子どもの学びもフォローしていることが
特徴的だった。 
　そして何より、「Welcome, Creativity lives here.」と
書かれたエントランスの言葉に象徴されるように、創造力や
独創性を刺激し、それらを受け入れ、拡げていくような場
としての博物館の姿勢が大きな魅力だった。
 

　London Museum Docklandsは、南北アメリカ大陸に
挟まれたカリブ海域にある西インド諸島からの産品を
保管するために1802年に建てられた倉庫を改修した、入場
無料の博物館。ローマ時代の入植から博物館周辺の金融街
カナリー・ワーフ地区の1980年代の再開発に至るまで、首都
ロンドンが港湾都市として歩んできた長い歴史を、貿易・
移民・商業の物語を通じて紹介していた。 
　特に、これまで見過ごされてきた貿易と奴隷の関係に
焦点を当てた一連の展示「London, Sugar & Slavery」に
注目した。この展示そのものは2007年から公開され、
イギリスの貿易と奴隷にされたアフリカの人々に向き合う
国内では数少ない常設展示の一つである。この空間に
おいては子ども向けの平易な説明文と「〇〇の地図を探して
みよう」など能動的な学びを促す文章が用意されていた。
一方で、この文章は子どもが座って見るような目線の高さに

設置されており、家族でしゃがみ込んでゆっくりと対話
するための仕掛けのように見受けられた。 
　さらに展示の終盤には「Holding Emotions」と名付け
られたスペースが 設 置されていた（2024年2月から
2026年2月まで公開予定）。これは、展示を見ることで
生じる怒りや驚き、不安、失望、共感、あるいは無関心など
複雑な感情に向き合い、ほかの鑑賞者と考えや想いを
共有するための機会を提供していた。メンタルヘルス関連の
慈善団体「Mind」やウェルビーイング支援の慈善団体

「Taking Shape Associat ion」と博物館が協働し、
フレームワークなどを活用して設計されていた（図4）。 

　また、博物館全体の最後の部屋として「Reflection 
Room」という場所も設けられていた。このような振り返りの
場が用意されることで、見て終わりにせず、出口の一歩
手前で立ち止まることができる。また来館者が気づきを
共有することで、一人で鑑賞していても他者とつながる
ことができる。こうした仕掛けは、博物館と日常との
接続を円滑にする上でも重要な役割を果たしているので
はないかと感じた。 

② Future of Food@Science Museum  
　 調査記録（訪問日：2025年9月28日）

③ Young V&A 調査記録  
　（訪問日：2025年9月29日）

④ London Museum Docklands 調査記録
　（訪問日：2025年9月29日）

ジェーン・フィンドレーさん（訪問日：2025年10月1日、2日）
ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーにて

図2．展示空間（左）と展示資料事例

図3．エントランススペースの壁面（左）と
       メインスペース（右）

図4．Holding Emotionのスペース（左）と
       展示資料事例（右）

調査報告❸ 九州産業大学美術館　中込 潤

　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。

朝から多くの人で賑わうギャラリーの
敷地内にあるカフェでジェーンさんに
話を伺った。

ランドアートと屋外彫刻。子どもたちが
走り回れる広々とした空間となって
いる。

アートプレイパビリオンの中の様子。
アートプレイホストという専任の
スタッフを配置し、訪れる家族らを
サポートする体制を整えている。

認知症の方とその介護者を対象と
したガイドツアーの様子。参加者が
ファシリテーターと楽しく会話をしな
がら作品を鑑賞する。
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[ 英国における先進事例調査 ]8.

クレア・ラヴォットさん（訪問日：2025年10月1日）
ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーにて

アリソン・ボウヤーさん（訪問日：2025年10月1日）
ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーにて

ニッキー・クレーンさん（訪問日：2025年10月2日）
ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーにて

　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。

ギャラリーの敷地内にある
カフェのテラス席で
クレアさんに話を伺った。

ギャラリーの敷地内にある
カフェのテラス席で
アリソンさんに話を伺った。

ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーの
前で調査チームとニッキーさん。
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Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 国際シンポジウム事業 ]9.

　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。

ジェーンさん発表風景 ミッチさん発表風景クレアさん発表風景

　開催日時

2026年1月24日（土） 18：00～20：30（オンライン開催）
＊英国現地時間/9:00～11：30  

　オンライン調整会場

九州産業大学総合情報基盤センター
（福岡市東区松香台2-3-1 中央会館3階）

　開催方法

❶ZOOMによるオンラインにて、日本、英国を同時中継して
行う。❷（株）サイマル・インターナショナルによる同時通訳で
行う。同時通訳アプリ「interprefy」の使用。

　参加者数

参加者数：123名（オンラインによる申込数151名） 

【開催内容】 【スケジュール】

「英国の『Creative Health』の
理論と実践を学ぶ」
　　　
　 登壇者
◉ジェーン・フィンドレー （Jane Findlay）
英国：ダリッチ・ピクチャー・ギャラリー /  
Head of Programme & Engagement

◉クレア・ラヴォット （Clare Lovett）
英国：グレイター・ロンドン・オーソリティー /
Principal Project Development Officer

◉ミッチ・ロバートソン （Mitch Robertson）
英国：ビーニー・ハウス博物館・図書館 /
Museums and Programme Manager

　 司会進行
緒方 泉 （Izumi Ogata）/
九州産業大学地域共創学部特任教授

18：05～18：25  20分（発表）

18：25～18：45  20分（発表）

18：45～19:05  20分（発表）

19：05～19：20

19：20～20：15

20：15～20：25

20：25～20：30

日本時間 18：00　開催の挨拶
大日方 欣一 （Kinichi Obinata）/九州産業大学美術館長

ジェーン・フィンドレー
「英国における『Creative Health』の最前線」

クレア・ラヴォット
「クリエイティブ・ヘルス・シティの構築：
ロンドン市のアプローチ」

ミッチ・ロバートソン
「コレクションを共有し、帰属感を分かち合う：
健康を支え、人生を変える」

　休 憩

　質問を基にしたディスカッション

　3名の登壇者から、まとめのメッセージ
　（1人３分程度）

　閉会の挨拶
大日方 欣一 （Kinichi Obinata）/九州産業大学美術館長

　英国では創造性、文化芸術、そして伝統が私たちの健康と
幸福を向上させ、公平性を高めるという考え方は広く受
け入れられています。こうした考え方と活動は、総称して

「Creative Health」と呼ばれています。ロンドン市は、子ども・
若者を対象に「280万人の心」のプロジェクトという、文化
芸術を活用したメンタルヘルスプログラムを提供しています。
それは6人に一人がメンタル不全という状況があるためです。
　我が国の状況も深刻です。不登校児童生徒は35万4千人

（文部科学省調査）、若者のひきこもりは65万3千人（15歳～
39歳、内閣府調査）にのぼり、68.3％の労働者が強い不安、
悩み、ストレスを感じています（厚生労働省調査）。
　しかし、我が国ではこうした深刻な課題の解決に向けた、

「Creative Health」の実践事例がなかなかありません。
それは、文化芸術に関する科学的データの蓄積がない
ためです。
　2020年9月から、本学は「博物館浴®」実証実験を始め、
現在までに全国100館以上の協力を得て、1,800名以上の

データから、「博物館のリラックス効果」を検証してきましたが、
まだまだこれからです。
　私たちは、海外事例を知る必要があります。本学は、これ
まで文化庁事業の採択を受け国際シンポジウムを開催し、
海外事例を広く日本の博物館関係者と共有しながら、博物館の
社会的価値を考えてきました。
　今回は「英国の『Creative Health』の理論を学ぶ」ことから
始め、2つの実践事例を聞きます。
　1つ目はロンドン市が進める「280万人の心」のプロジェクト

（Greater London Authority）、そして、2つ目はビーニー・
ハウス博物館・図書館が実施するメンタル・ヘルス支援プログ
ラムの一つ、「Mirror Mirror Project」です。
　こうした理論と実践を聞くことで、国際シンポジウムに参加
する、日本、英国の皆さんと一緒に、「子ども・若者」を支える

「Creative Health」の可能性について考えましょう。

【開催趣旨】

＊博物館浴：博物館見学を通して、博物館の持つ癒し効果を人々の
   健康増進・疾病予防に活用する活動

テーマ：「英国の『Creative Health』の理論と実践を学ぶ」

シンポジウムチラシの表と裏

国際シンポジウム

「2026九州産業大学国際シンポジウム」という名称で開催

チラシ裏面チラシ表面
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Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 国際シンポジウム事業 ]9.

参加者の国際シンポジウムへの期待の声（抜粋）

＊私は、美術館を社会教育・生涯学習の場として捉え、
特に子ども・若者を対象とした学びや対話の実践について
研究しております。本シンポジウムで取り上げられる
Creat ive Healthの理論や、英国における文化芸術と
メンタルヘルスを結ぶ実践事例は、現在の日本社会が
抱える課題とも深く関わる重要なテーマであり、大変
関心を持っております。
　国際的な視点から、文化施設が地域住民や若者をどの
ように支え得るのかを学ぶ機会として、ぜひ参加させて
いただければと思っております。

＊文化芸術が生きていく上で、とても重要だと考えており
ます。ただ現在において、それはある一部の人のために
あるという認識にとどまっているように思えてなりません。
　特に子ども、若者にとっては、これから文化芸術が日常
とともにあって欲しいと願います。

＊私は現在「ADHD特性を有する来館者」を対象とし調査
研究を進めております。将来的にはそういった特性を
背景として、不登校や引きこもりといった状態にある子ども
たちを対象にしたいと考えており、博物館が彼らにとっての
居場所になりうると捉えております。
　そのような問題意識から、緒方先生が進められている

「博物館浴®」のプロジェクトには、かねてより強い共感と
興味を抱いてまいりました。
　また、去年に続き、イギリスという先進的な実践の
現場で活動されている方 と々のシンポジウムが開催される
とのことで、この貴重な機会にぜひ参加し、学ばせていた
だきたく存じます。

＊不登校の子どもが増えていることを、保護者として日々
実感しています。研究者としては、その状態をアートと
関わることでポジティブに考えられないかと思って
います。国際的な事例を伺い、勉強できれば大変あり
がたく存じます。

＊現在、動物園の飼育員養成の専門学校の講師をして
います。主に1年生を教えていますが、毎年クラスで数人が
不登校になり辞めていきます。入学目的が明確な専門学校
でも不登校になっていくことがとても残念です。Creative 
Healthの理論と実践を知ることで、彼らになんらかの
手助けができればと思います。

＊日本社会が抱える不登校や引きこもり、メンタルヘルスの
課題に対して、博物館がどのように人々の心を支える場に
なり得るのかに関心を持っています。実際に当館に
おいても、博物館が誰かの心の拠り所となるために何が
必要かを日頃から考えています。
　本シンポジウムを通して、Creative Healthの先進国
である英国の理論や実践事例から学び、今後の活動に
つながるヒントを得られることを期待しています。

＊英国におけるCreative Healthの理論的背景と、子ども・
若者を対象とした具体的な実践事例を通して、文化芸術が
心身の健康や社会的包摂にどのように寄与しているのかを
体系的に学びたいと考えています。特に、行政・文化機関・
医療・教育分野が連携する仕組みや、実践を支えるエビデ
ンスの考え方について理解を深め、日本の地域社会や
教育・保健福祉分野に応用するための示唆を得ることを
期待しています。また、日本と英国の取り組みを比較しな
がら、今後のCreative Healthの可能性や課題について
考える機会としたいと考えています。

＊健康とミュージアムが繋がることをどうやったら普及
できるか学べたら嬉しいです。また、普段子どもたちと
触れ合っていると、自身のメンタルヘルスに無自覚的で
ある印象があります。彼らが自分を大切にし、そのために
取るべき行動を取れるようにする方法について学べたら
嬉しいです。

＊当館では、デイサービス施設と協働した展示鑑賞
プログラムがあります。
　アートセラピーのような立ち位置のもので、作品と対峙
した時に思ったことを共有したり、静かで揺らぎや閉塞感が
少ない「ミュージアム」という空間でただゆっくりと座って
見たりするといった、「博物館浴」にも通ずる活動が主です。
　当プログラムの参加層は、大半が18歳以上の成人で
あり、小中学生、幼児、親子はとても少ないです。
　今回のシンポジウムに参加することで、Creat ive  
Hea lthの理論を学ぶとともに、学校外・家庭外にある
博物館という場所のコミュニティや展示などを、どのように
活かせば人生に彩を添えることができるか考え、子どもや
親子の層にもあっているプログラム作りに反映していき
たい。その上で、子どもや親子の層のプログラム参加者数を
増やしたいです。

＊Creative Healthという考え方や、文化芸術を活用した
メンタルヘルスプログラムが、英国の社会でどのように受け
入れられてきたのかを知りたい。日本ではまだ受け入れら
れるのは難しい、あるいは反発があるのではと思う。
　どのようにして、広く受け入れられるようになったのか
知りたい、学びたい。

＊Creative Healthについて、しっかり理解したいと
思います。日本ではCreative｠Healthは主に文化芸術と
かかわるように論じられているように感じていますが、民俗
資料、歴史史料を扱う博物館の取り組みなども知りたいと
思います。

＊日本全体がメンタル不全に陥っている環境の中で若者
支援に携わっています。他の国の取り組みや歴史を知り
ヒントを得たい。日本は、薬物治療に重きをおき、非薬物的
なことに重きを置かない傾向があります。英国での考えを
知る機会になると嬉しいです。

＊本シンポジウムでは、英国におけるCreative Healthの
理論的枠組みと、それが実際の政策・現場実践としてどの
ように具体化されているのかを、体系的に学ぶことを期待
しています。とりわけ、ロンドン市の「280万人の心」プロ
ジェクトや、博物館・図書館を基盤としたメンタルヘルス
支援の実践事例を通じて、文化芸術が子ども・若者の
心身の健康や社会的包摂にどのように寄与しうるのか、
その制度設計、運営体制、評価方法を具体的に理解したい
と考えています。
　また、日本においては、博物館や文化施設の社会的
価値が、健康・ウェルビーイングの観点から十分に可視化
できていない現状があると感じています。本シンポジウムを
通じて、英国の知見と日本の課題を往復させながら、エビ
デンスの蓄積や多分野連携の可能性について議論し、
今後の研究や実践、政策提言につなげる視座を得ることを
期待しています。

＊東京と近しい大都市ロンドンで実践されるウェルビー
イングの施策をミュージアムの取組みと関連付けて拝聴
できる貴重な機会であると受け取りました。取組みや
成果はもちろんですが、課題困難事例もあわせてお聞き
できますと幸いです。

＊私は、現在、居場所を求めて繁華街に集まる若者の
支 援をしていますが、彼らの多くはメンタルに深刻な
課題を抱えています。今後、文化芸術活動を若者に対する

ケアに活用したいと考えており、今回のシンポジウムでその
ヒントを得られればと思っております。

＊所属する美術館では、リニューアルに向けて美術館の
今後の姿について検討しています。
　美術鑑賞という「学びの場」だけではない、市民の
心豊かな生活を支える場として役割を担う場としての
美術館についても検討しており、「博物館浴」の実証実験
にも参加することにしております。このたびのシンポジウムに
参加し、イギリスでの取り組みを知り理論と実践の知識を
深め、今後の検討に活かしていきたいと思います。

＊MLA（Museum、Library、Archives）連携と言われて
いますが、地域社会の中で、博物館のみならず図書館
などの社会教育施設がどのような役割を果たしている
のか、また不登校の子どもたちを中心としたYA世代に
実際にどう働きかけているのか、海外の先進的な取り
組みを学びたいと思います。

＊図書館・博物館における社会的処方に関心があり、また
緒方先生の博物館浴のお話しとも関連して伺えればと思い
ます。英国の事例は知らないことばかりのため、楽しみに
しております。

＊地域で博物館や図書館がどんな役割を果たすことが
できるか。このテーマがどんどん大きくなったのは、ここ
10年ぐらいだと感じています。地域の社会教育に携わる
中で、自分たちに出来ることをひとつでも多く見出せれ
ばと、このシンポジウムに期待しています。

＊勤務している資料館に図書室が併設されており、
私自身も子どもの頃から学校以外の拠り所として利用
していました。現在も子どもたちがよく利用しており、そこに
資料館事業も含めて、子どもたちや地域の人たちのために
今後何かできないかと考えています。今回のシンポジウムの
内容を、その参考とさせていただければと思います。

　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。
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Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 国際シンポジウム事業 ]9.

　私たち人間はいつの時代でも、物語や歌、絵画、パフォーマンスなどの芸術を通じて自らの人生で体験した出来事を
共有し意味づけをしたいと願ってきました。私たちは他者に観てもらい聴いてもらいたい、そして互いにつながり合いたいと
いう想いから、そのような芸術表現を行ってきたのです。このことは、新型コロナウィルスのパンデミックによって大きく
クローズアップされ、芸術が果たす役割が再認識されるようになりました。私たちが、心身ともに健やかでいられるには、
人とのつながりを築きコミュニティを作ることが必要で、その際に芸術が重要な役割を果たすことがあらためて明らかに
なったのです。

英国におけるCreative Healthとは
　英国においてCreative Healthは、健康とウェルビーイングを支えるクリエイティブなアプローチや活動だと考えら
れています。私たちは全人的な意味での健康を、肉体的、精神的、社会的にすべてが満たされたウェルビーイングの
状態として捉えています。そしてクリエイティビティ（創造性）を広い視点で取り扱います。Creative Healthの活動には、
視覚的な芸術やパフォーマンス、工芸、映画、文学に加え、ガーデニングのような自然の中でのクリエイティブな活動も
含めることが可能です。
　また、Creative Healthでは医療・介護サービス、協働、教育や人材育成の取り組みにおいて、クリエイティブで
革新的な方法を取り入れています。それは、家庭やコミュニティ、芸術・文化団体、医療現場などで行うことが可能な
方法であり、病気の予防から治療・回復に至るまで人生のあらゆる段階で活用することができます。
　私たちのCreat ive Hea lthに対する定義は、包括的であり具体的でもあります。包括的であるため革新的な
実践が可能であり、具体的であるがゆえに英国の文化セクターの確かな専門分野として機能しています。

Creative Healthの重点領域
　英国におけるCreative Healthは概ね、予防、治療・回復、急性期ケアの3領域に分類されます。

・ 予防では、心身の健康状態の向上に役立つよう、健康的な習慣づくりと、クリエイティビティを生活の中に根付かせる
　ことに重点を置きます。

・ 治療・回復では、特定の症状や健康上のニーズ（脳卒中からの回復、認知症、精神的な健康状態など）に合うよう
　対象を絞った介入に重点を置きます。

・ 急性期ケアでは、病院などで急性期ケアを受ける人に向けて設計されたプログラムに重点を置きます。

Creative Healthの沿革
　Creative Healthはパンデミックをきっかけにその貴重な役割が脚光を浴びるようになりましたが、英国では20年
以上前からCreative Healthの重要性が着実に高まってきており、現在では定義も明確になり広く認識されています。
多くの芸術団体にとって、それは活動の主要な柱であり、私たちの来館者との関わり方に影響を与えています。私が
勤務するダリッチ・ピクチャー・ギャラリーではCreative Healthは私たちのすべての取り組みを貫く大切な理念へと
進化し、それによって私たちの活動やコミュニティへの関わり方が形づくられています。
　Creative Healthの実践に関する定義が明確化されてきた経緯を示す主な出来事は以下のとおりです。

・ 2017年、All-Party Parliamentary Group on Arts, Health and Wellbeingによる画期的な報告書「Creative 
　Health」が発表されました。同報告書内の提言は今なおCreative Healthに関する方針と実践の中核を担っています。

・ 2018年、Culture, Health and Wellbeing Allianceが設立されました。この文化セクター支援団体に属する各地域の
　推進役が、この領域の活動についての優れた実践の普及、有益な研究の共有、幅広い理解の醸成に重要な役割を
　果たしています。

・ 2019年、芸術と健康に関して最大規模のエビデンスをまとめた報告書「What is the evidence on the role of the 
　arts in improving health and wellbeing?」（ Dr Daisy Fancourt, UCL）が発表されました。この報告書は3,500を
　超える発表済み研究の知見を網羅し、世界の人々の健康を支えるうえで芸術が果たしている役割についてその
　全容を示すことを目指しています。

・ 2021年、National Centre for Creative Healthが設立されました。同センターではこれまでに、Creative Healthの
　活動をする人 と々提唱者たちをつなぐネットワークづくりや分野別研究会の立ち上げを行ってきました。

英国内の地域ごとに異なる状況
　現在、英国各地に活動拠点が存在し、Creative Healthによって心の健康、コミュニティの結束、社会的公正が生み
出されるのを支えるための公共政策や公共機関からの委託が徐々に進んでいます。それらは組織的に拡大してきた
のではなく、ほとんどは草の根的なプロジェクトと、献身的なチームの働きによって自然な形で発展してきました。
これが地域ごとに異なる実践や支援の提供につながっています。

　イングランドでは、健康と社会的ケアに芸術を取り込む包括的アプローチの構築に多大なエネルギーを注いで
きました。マンチェスターやロンドンのように複数自治体が合同で設立した広域的な行政機構がある場所は主要な
活動拠点へと発展し、地域のニーズと健康格差に言及したCreative Healthに関する戦略を策定しています。
　また、ウェスト・ヨークシャーとグロスターシャーのIntegrated Care Systemは先を見据えて、Joint Forward Plansの
中にCreative Healthを組み込んでおり、コミュニティ・ベースの取り組みの持続可能な発展と拡大を促す強力な
インフラと仕組みを整えています。長期的な健康効果の実態を表すのに役立つデータを一貫して収集・整理することや、
健康格差を減らす方法についての実践も確立しています。　　　　　　　　　　
　しかしながら、依然として多くの場所では長期的で持続可能な資金調達が必要であり、地方自治体、医療システム、
文化セクター、VCSEセクター（ボランティア団体、コミュニティ、社会的企業）との連携の強化が求められます。
Creative Healthの一層の発展のためには政策立案者、資金提供者、委託者、サービス提供者の間でより強い協力
関係を築くことも必要です。重要なのは、今年の夏発表されたNHS（国民保険サービス）イングランドの新たな
長期計画「10 Year Health Plan for England: Fit for the Future」が、予防やコミュニティ中心のアプローチに
重点を置くなどCreative Healthの考え方と一致しているにもかかわらず、芸術については一度も触れていないという
点です。芸術がNHSの目標達成に貢献できるよう、文化・健康セクター間で活発な議論が続けられています。
　ウェールズ、スコットランド、北アイルランドでは状況が少々異なります。

　ウェールズは、Arts Council WalesとWelsh NHS Confederationの間の先駆的なパートナーシップ関係が、
持続可能な包括的アプローチをリードしています。各地域の保健局に1名の芸術・健康コーディネーターが配置されて
います。またウェールズ全体で社会的処方の枠組みが整っており、社会的処方を提供する組織は、医療施設に配置
されているだけでなく、一般診療所、第三セクター機関、住宅協会、地方自治体、教育施設などのさまざまな組織に
拠点を置いて活動しています。

　スコットランドでは、2020年の文化戦略にCreative Healthが組み込まれました。この戦略のビジョンと価値観が
今でも重要視されており、ネットワーク組織であるArts ,  Cu lture ,  Hea lth and Wel lbeing Scot landが
活動を牽引しています。この幅広い文化戦略は、芸術の変革力を活用しようとしています。健康と同時に教育も、
スコットランドにおけるCreative Healthで重要な位置を占めています。独自の教育カリキュラムである「Curriculum 
for Excellence」によって、文化、健康、教育の連携が促進されています。スコットランドでは、学校グループとクリエイ
ティブ・パートナーが協働して学習者のウェルビーイング向上のための革新的な施策を見つけられるように、
専用の資金が用意されています。

「英国におけるCreative Healthの最前線」【発表趣旨】

所属：ダリッチ・ピクチャー・ギャラリー　職名：ヘッド・オブ・プログラム・アンド・エンゲージメント
発表者：ジェーン・フィンドレー（英国）
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　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。
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Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 国際シンポジウム事業 ]9.

　北アイルランドでは、the Northern I reland Creat ive Hea lth Networkが設立初年度の評価報告書
を発表し、次の明確なステップとして、政策に組み込むことができるNorthern Ireland Creative Health Strategyの
共同策定に向け動き出しました。この計画は、断片的に行われている活動を整理し、ウェールズやスコットランド
からの学びを取り入れながら、Creative Healthを保健システムの中核業務に近づけることを目指しています。

優れた実践のために
　Creative Healthという分野が発展するにつれて、この活動の手引きとなる数多くの模範的な取り組み事例や
品質に関するフレームワークも生まれています。直近ではCulture Health ＆Wellbeing Allianceが策定した
Creative Health Quality Framework（https://www.culturehealthandwellbeing.org.uk/sites/default/
f i les/Creat ive%20Health%20Quality%20Framework.pdf）で、安全で効果的なプロジェクト運営について
次のような明確な指針が示されています。

　品質向上と優れた実践のための8つの品質原則が定められています。

　このフレームワークでは、どうすればCreative Healthに関わるすべての人々が、これらの原則を受け入れられるの
かを考察し、参加者が可能な限り最良の体験と健康成果を得るためには、それらの原則を実践にどのように適用
すればよいのかを検討しています。

　今回の講演では、英国におけるCreative Healthの定着を主なテーマとして、数多くの事例を取り上げ、さまざまな
革新的プロジェクトをご紹介します。これらのプロジェクトを予防、治療・回復、急性期ケアの3分野全体の視点で
見ることにより、英国でのCreative Healthの実践について、そしてこの重要な活動の未来について、光を当てたいと
考えています。

人間中心：個人の経験を尊重し可能性を引き出す

公平：より公正で公平な社会に向けて取り組む

安全：危害を与えず、安全を確保し、リスクを管理する

クリエイティブ：人をひきつけて、ひらめきを与え、変化を生み出す

協働：他者と協力して連携の取れたアプローチを開発する

現実的：何が達成できるのかを現実的に見極める

内省的：反省し、評価し、学ぶ

持続可能：人と地球のために長期的に望ましい影響をもたらす努力をする

ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーのヘッド・オブ・プログラム・エンゲージメントとして、展覧会および教育普及活動を統括。
観客とコレクションの間につながりと好奇心を育む参加型の教育普及を専門とする。鑑賞教育の専門家でもあり、
企画した2つの展覧会「Rachel Jones: Gated Canyons」（2025）、「Helen Frankenthaler: Radical Beauty」
（2021）は批評家から高い評価を得た。大英博物館、国立海洋博物館、ケンウッド・ハウス、ロンドン交通博物館で
経験を積み、英国の博物館や美術館における教育普及分野での職歴は19年に及ぶ。

略 歴

As humans we have always wanted to share and process our lived experience through art ‒ from stories 
to songs; paintings and performances ‒ we've sought to be seen and heard, and to be connected to one 
another. The COVID pandemic brought this into sharp focus and once again reinforced the vital role art 
plays in creating connection and community to enable us to feel and function well. 

What is Creative Health for the UK?
In the UK Creative Health is seen a creative approaches and activities that support our health and 
wellbeing. We consider health in its holistic sense, as a state of complete physical, mental and social 
wellbeing.  And we take a broad approach to creativity. Creative Health activities can include visual and 
performing arts, crafts, film, literature and creative activities in nature, such as gardening. 

Creative health also encompasses creative and innovative ways to approach health and care services, 
co-production, education and workforce development.  It can take place in homes, communities, arts and 
culture organisations or health settings and can be applied across the life course and ranges from 
prevention of ill health to treatment and recovery. 

Our definition is both extensive, allowing for innovative practice, and specific enabling it to become a real 
specialism of the UK cultural sector.

Areas of focus in Creative Health
Creative Health in the UK tends to fall into three areas: Prevention, Treatment & recovery and Acute care. 

Prevention focuses on healthy habits and embedding creativity in our lives to help us to feel and function better.

Treatment and recovery work focuses on targeted interventions for specific conditions or health needs for 
example, stroke recovery, dementia or mental health conditions. 

Acute care focuses on programme that are designed for people receive acute care such as in hospital settings.

A quick history of Creative Health
Although the pandemic shone a spotlight on the valuable role of Creative Health, in the UK for over 20 
years the case for Creative Health has been growing steadily and is now clearly defined and recognised. 
For many arts organisations, it is a key pilar of their work and informs how we engage with our audiences. 
Where I work at Dulwich Picture Gallery Creative Health has evolved into the golden thread that runs 
through all our activities shaping our work and how we work with our communities.

Some key milestones over the recent years towards a defined Creative Health practice include:
2017 publication of ‘Creative Health', the landmark report of the All-Party Parliamentary Group on 
the Arts, Health and Wellbeing. Its recommendations are still central to thinking around creative 
health driving policy and practice.

A Spotlight on Creative Health in the UK

Jane Findlay（Dulwich Picture Gallery）

　以下に、ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ね、同ギャ
ラリーのジェーン・フィンドレーさん、ロンドン市の文化・健
康・ウェルビーイング部門の責任者を務めるクレア・ラ
ヴォットさん、キッズ・イン・ミュージアムズのエグゼクティ
ブ・ディレクターを務めるアリソン・ボウヤーさん、そして芸
術文化と健康に関するプロジェクト“SHAPER（芸術介入
健康プログラムの拡張：実施と有効性の研究）”を主導する
キングス・カレッジ・ロンドンのニッキー・クレーンさんと面
談した記録を報告する。

　ジェーンさんとは2026年1月に行う国際シンポジウムに
ついての打ち合わせを行ったほか、ダリッチ・ピクチャー・
ギャラリーの敷地内に新設されたばかりだという彫刻庭園と
アートプレイスペースについて案内していただいた。

　コロナ禍でギャラリーが閉館していた間もギャラリーの
庭園は開放しており、多くの人々が自由にその空間を利用
している様子から、この空間をさらに充実させることで、
地域コミュニティの家族や住民に提供できる貴重な資源に
なると感じ、2020年、庭園を遊びや交流の機会を生み出す
インタラクティブな彫刻庭園へと変えるプロジェクトに着手
した。周辺の生け垣を撤去し、子どもたちが駆け回ったり、
転がり降りたりできるよう、牧草地にランドアートを設置した。
さらに庭園全体に多くの彫刻を設置した。どれもここで
時間を過ごし、屋外空間を楽しむことを促すものであり、
屋外にいることの健康効果やアートについて考え、それを
最大限に活かすことを念頭に置いているという。
　また同時に「アートプレイパビリオン」と呼ばれる、所蔵品
のイメージを元にアーティストとともに設計した、アート
プレイスペースも創設した。これは特に8歳以下の子どもたち
のための感覚遊びを目的としており、感覚的に絵画を生き
生きと体験できる場を提供している。この地域には多くの
若い家族が住んでいるが、創造的な遊び場となるような
場所があまりなく、アートプレイスペースの新設はそのニーズ
に応えるものでもある。さらにこれは家族だけでなく学校も
対象としたもので、平日は地域の学校が利用している。
　調査チームがダリッチ・ピクチャー・ギャラリーを訪ねた
のは平日の午前中だったが、犬の散歩や、ジョギング、親子
連れなど多くの人々が庭園内を自由に散策している様子が
見られた。また敷地内のカフェも朝から賑わっており、
同ギャラリーが、地域住民にとって非常に過ごしやすく、
住民の生活の中に取り込まれている印象を受けた。また、
認知症の方とその介護者を対象とした対話型のガイド
ツアーも見学させていただき、ハード面、ソフト面いずれに
おいても、あらゆる人が有意義にアートと関わることのできる
場の創出に意欲的に取り組んできた同ギャラリーの姿勢を
強く感じた。

　クレアさんはロンドン市長を長と
する地域統治機関であるグレーター・
ロンドン・オーソリティー（GLA）の
一員として働いており、ロンドンの
クリエイティブ・ヘルス・シティ事業
にも取り組んでいる。今回特にクリエ
イティブ・ヘルスに関する取り組みの近況ついて伺った。
医療サービスは治療から予防への転換が提唱され、
クリエイティブ・ヘルスはその解決策の一部であるが、
これは巨大な組織を方向転換させる作業となる。そのため
地域間の格差や能力不足を解消すべく、市長ネットワークを
立ち上げるなど、クリエイティブ・ヘルスを推し進めるための
準備を整えているが、共通基盤をどのように形成していくか
など、まだ課題も多いようである。
　NHSの新たな10年計画はクリエイティブ・ヘルスを導入
する絶好の機会であるが、現時点でNHS（国民保険
サービス）では博物館や文化分野で実施している予防
支援や地域レベルでの活動について多く言及している
もののクリエイティブ・ヘルスという言葉はまだ使われて
いない。そこでこの用語を計画に盛り込むようロビー活動
などを通して働きかけている。クレアさんは「文化は人権で
ある」という。あらゆる形で、弱い立場にあるロンドン市民が
文化にアクセスできるよう保証するために、様々な課題に
挑む彼女の力強い言葉が印象的だった。

　アリソンさんにはキッズ・イン・
ミュージアムズのマニフェストに
ついて詳しく話をうかがった。キッズ・
イン・ミュージアムズは、様 な々活動を
通して家族連れがミュージアムで
過ごしやすい環境を作ることに寄与
しているプロジェクトで、2003年の発足以来、来館者らの
意見を反映したマニフェストを作成、公開している。これは
2年ごとに更新されており、現在のマニフェストは2025年
2月に更新されたものである。マニフェストを作成するために
直近では、約250世帯と約100人の若年層（14～25歳）を
対象に調査を実施した。さらに博物館にほとんど行かない、
あるいは全く行かない層にも確実にリーチしようと、通常
なら調査に回答しない層にもアプローチを試みた。その
ために世論調査会社を利用し、ロンドン郊外の労働者
階 級 や 低 所 得層から対象者を選び実態を探った。

料金に関する多くの意見があがったが、興味深いのは、家族
連れが「無料が常に最善」とは言っていない点である。彼らは

「出かけた日に費用対効果を感じられる充実した体験」を
求めている。同時に、料金体系の透明性や、ウェブサイトで
全ての費用を確認できることが非常に重要だと指摘している。
つまり、入場料だけでなく、カフェでの昼食代、駐車場の
有無や有料スペースの有無など、全てを事前に把握して予算を
立て、気まずい思いをせずに済むようにしたいのである。
　その他、博物館の暗黙のルールについての意見が多数
あがった。特に幼い子ども連れの来場者にとって、これらは
大きなストレス源となる。家族は叱られる前に、何に触れて
いいか悪いかを理解したい。つまり、子どもたちが安全に
動き回れて、怒鳴られる心配もない場所に行けるという
点が、多くの家族にとって非常に重要である。ウェブサイトや
ニュースレターについても、多くの意見が寄せられた。そして、
増えつつある意見として、実際に博物館を訪れた際、
子どもたちがタッチスクリーン式のインタラクティブ装置で
遊ぶことだけが目的であってほしくないという声がある。
触ったり読んだり描いたりといった、かなり基本的なものを
望んでいる。これは、ハイスペックなデジタル体験よりも
重要になりつつある傾向で、興味深い点である。
　このほかにもアリソンさんからは、調査から得た様々な
意見を伺った。キッズ・イン・ミュージアムズでは、こうした
意見を受け止め、マニフェストにまとめると同時に、博物館が
活用できるリソースを作成している。具体的には二つの自己
評価ツールで、一つは家族向け、もう一つは新たに開発した
14～25歳向けで、各施設で活用してもらうのが目的である。
　現在、1,000を超える博物館、遺跡、文化団体がキッズ・
イン・ミュージアムズのマニフェストに賛同、署名している。
マニフェストが非常に綿密な調査の上で、各施設が活用
しやすいように更新されていることが、今回のインタビュー
でよく分かった。そして、そうした地道な活動がミュージ
アムの在り方に一石を投じる大きな力となっている。

　ニッキーさんが携わっているSHAPER（Scaling-up Health 
Arts Programmes: Implementation and Effectiveness 
Research［芸術介入健康プログラムの拡張： 実施と有効性の
研究］）は、ロンドンの南西エリアを対象に、心の健康のための
芸術に基づいた介入の効果と拡張性を探ることを目的として
いる大規模な研究プロジェクトで、医療研究財団のウェル
カム・トラストの助成を受けている。研究は産後うつ・産前
産後の心の健康、パーキンソン病、脳卒中をテーマとする
3つの芸術介入プログラムが対象となっている。「産後うつの
母親と歌おう」というプログラムについては、それらの成果に

関する論文が近々公開される。このプログラムでは、母親の
産後うつへの影響だけでなく、赤ちゃんとの絆の形成にも
影響するという。唾液サンプルなどを採取し、絆の形成を
調べるためにオキシトシンの値なども測定しており、この
プロジェクトの次の段階として、ウェルカム・トラストに再び
助成金を申請する予定である。また、これらのプロジェクトは
世界中のパートナーと連携して進めていく計画で、南米、
南アジア、アフリカといった地域も視野に入れ検討している。
　イングリッシュ・ナショナル・バレエ団との「パーキンソン
患者と踊ろう」というプログラムでは、ダンスがパーキンソン
病の身体的・精神的症状に与える影響を検証することが
目的で、これには、社会的つながり、身体活動、新たな技能
習得、モチベーション向上といった要素がある。これらの
研究に関しても論文が公開される予定だが、歩行バランスに
関して全体的に良好な結果が出ているという。歩行バラ
ンスの他、不安や抑うつ、そして特に生活の質（QOL）に
おいても、結果については現在も統計解析を継続中である。
パーキンソン病プロジェクトに関して、臨床医からは、もし
資金がもっとあれば、非運動症状の幅広い領域で非常に
有力な結果が得られるだろうとニッキーさんは聞いており、
この非運動症状の領域こそが彼女らの主要な目標である。
そのため、パーキンソン病研究の次段階として、現在資金
調達を進めている。脳卒中のプログラムに関しては、一連の
プロジェクトの中での成果の一つとしてピア・アンバサダーと
いうグループが結成されたことを伺った。彼らは当事者
体験を持つ人々で、当事者体験を持つ人々が他者と経験を
共有し、参加を促す。脳卒中を経験した人々が、孤立しがちな
人々を訪ねて交流を深め、結びつける役割を果たす。英国
では、病院を退院するとその後のケアは期待できない。そして
精神的・身体的に崩れてしまう。今や数百人規模の脳卒中
経験者たちが、新たに発症した人 と々ネットワークを築き、
芸術ワークショップへ招き入れ、彼らを奮い立たせている。
動機付けはこれらの研究において極めて重要な要素である。
希望を抱かせ、可能性を感じさせ、ベッドから起き上がれる、
自分なら実現できると思わせるその火付け役が大事であり、
意欲の欠如、無気力という観点は極めて重大な要素である。
脳卒中の論文も大事だが、ニッキーさんにとって最高の結果は
実際に人材育成が進んだことだという。彼らが医療システムと
協力することで人材基盤の拡大につながる。
　脳卒中プロジェクトは国内各地で医療システムへの導入が
成功している。つまり医療システムが費用を負担している。
産後うつやパーキンソン病の分野でも、ある程度同様の取り
組みが進んでおり、医療システムからどれだけ資金を得ら
れるか模索中である。ウェルカム・トラストの助成金などに
加え、医療分野からの資金調達を目指している。ニッキーさん
らは、クリエイティブ・ヘルスと呼ばれる分野を、医療分野を

はじめとし社会に実装してくため、様 な々努力をしているが、
資金調達は常に大きな課題としてある。いわば時代を先取り
しているようなこうした活動に対して資金提供者の理解を
得るのは困難が伴う。実際にこの研究を続けて成果を目の
当たりにしているのに、資金提供者は「なぜこんなことを？」
といった反応を示すことも多い。パーキンソン病のプログラムに
関しても、ニッキーさんの個人的な感覚として、過去5～10年
でこの分野の正当性を示す大きな進展はあったものの、

「文化活動や創造的活動がパーキンソン病患者に大きな
効果をもたらすはずがない」という疑念は根強く残って
いるという。一種の心理的障壁があると言える。たとえ他の
臨床試験と遜色ない臨床試験の証拠を提示しても、「芸術が
効果をもたらすはずがない」という先入観から、この壁は
残っていると感じている。
　資金調達は困難であるが、それを達成するために重要なのが、
ネットワーク構築であり、ニッキーさんはその役割を担って
いる。誰が何をしているのかを把握し、協力関係を築き、
プロジェクトを立ち上げ、プレゼンテーションを行い、新たな
パートナーを見つける。こうして勢いを構築していく。単独
では困難だからこそ、運動を創り出す感覚が重要で、その点、
英国は成功していると彼女は感じている。市長室の同僚に
電話をかけられる。ジェーンさんに直接話せる。芸術
評議会の誰かと話せる。皆がつながっている。キングス
クロスだけにとどまらず、ネットワークは英国全体に広がって
いる。ネットワークチームとの連絡は全国規模であるため
主にオンラインで、「ナショナル・センター・フォー・クリエイ
ティブ・ヘルス」を通じて行われている。「ナショナル・
センター・フォー・クリエイティブ・ヘルス」は全国組織で
あり、ニッキーさんはそのアドバイザーを務め、委員会にも
参加している。約2か月ごとに会合を開いており、これは
全国的な連携を意味する非常に重要な会議である。その
下に他のネットワークが存在する。これらの仕組みは、長い
年月をかけて築かれたものであり、そこでは活発な交流が
ある。その会議には実体験を持つ人々、戦略担当者、資金
調達担当者、医療システムの上級職員などが参加する。
つまり、オンラインで、医療関係の上層部から地域密着で
働く人までが一堂に会し話をする場があり、彼らと話す
だけでこの分野がいかに洗練されているか気づくという。
ニッキーさんの話から、クリエイティブ・ヘルスを推し
進めるための資金調達の
難しさを感じると同時に、
実績を積み重ねながら、長い
年月をかけて培ってきた、
目的を同じくする幅広い分野
の関係者によるネットワーク
構築の重要さを感じた。
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[ 国際シンポジウム事業 ]9.

2018 establishment of the Culture, Health and Wellbeing Alliance, a sector support organisation 
whose regional champions play a vital part in disseminating good practice, sharing useful research, 
and cultivating a wider understanding of this area of work.

2019 publication of “What is the evidence on the role of the arts in improving health and wellbeing?” 
Dr Daisy Fancourt, UCL. Largest evidence report ever published on arts and health. Covering the 
findings from over 3,500 published studies, the report aims to give an overall picture of the role the 
arts play in supporting health globally.

2021 the creation of a new National Centre for Creative Health which has built networks and special 
interest groups for those working with creative health

and advocates for creative health.

A varied picture across the nations 
Today, nationally across the UK there are hubs of progressive public policy and commissioning for mental 
health, community cohesion and social justice that Creative Health has helped to create. Rather than 
growing systematically they have often developed organically through groundswell projects and dedicated 
teams. This has led to a patchwork of practice and provision across the nations.

In England there has been a lot of energy into creating a holistic approach that integrates the arts into 
health and social care. Places like Manchester and London with combined authorities have developed into 
key hubs with established creative health strategies that speak to local need and health inequality.

There are also forward-thinking Integrated Care Systems (ICSs) in West Yorkshire and Gloucestershire 
which incorporate Creative Health into their joint Forward Plans and have strong infrastructure and 
models that facilitate the sustainable development and expansion of community-based initiatives. There is 
also established practice around collating data consistently which has helped paint a picture of long-term 
health benefits, and how it can reduce health inequality.

However, we still require long term sustainable funding in many places and greater collaboration between 
local authorities, healthcare systems and the cultural and VCSE (Voluntary, Community and Social 
Enterpr ise) sectors . There is a lso a need for more co -operation between policymakers , funders , 
commissioners, and providers in order to create the conditions for Creative Health to further flourish. 
Importantly, NHS England's new long term plan, 10 Year Health Plan for England: Fit for the Future, 
announced this summer, although being aligned with approaches to Creative Health with a focus on 
prevention and community-centred approaches did not mention the arts once. Robust conversations 
between the cultural and health sector are ongoing to enable the arts to support the NHS’s ambition.

The picture is slightly different across the devolved nations of Wales, Scotland and Northern Ireland. In 
Wales they are spearheading a holistic and sustainable approach, through a pioneering partnership 
between Arts Council Wales and the Welsh NHS Confederation. This means that there is an arts and 
health coordinator in each health board.  There is also a national framework for social prescribing and 

within Wales, organisations offering social prescribing are not just located in health care settings, rather 
they are based in a range of organisations. For example, GP surgeries, third sector organisations, housing 
associations, local authorities, or educational settings. 

In Scot land creat ive health is embedded in its 2020 Cultura l Strategy whose vision and values 
remain important , and is spearheaded by Arts, Culture, Health and Wellbeing Scotland. This broad 
strategy for culture aims to harness the transformational power of arts. Alongside health, education 
is also a key part of the Scottish Creative Health picture. Their Curriculum for Excellence fosters 
col laboration between culture, health and education. The country has dedicated funding for school 
groups and creat ive partners to enable them to work together to f ind innovat ive solut ions to 
increasing learner wellbeing. 

In Northern Ireland the Northern Ireland Creative Health Network has published its first year review 
and set out clear next steps to co -create a Northern Ireland Creative Health Strategy that can be 
embedded in policy.  This plan is designed to address fragmented activity and bring creative health 
closer to the core business of the health system taking learnings from Wales and Scotland.

Best practice 
As the field of Creative health grows there are also a number of best practice models and quality 
frameworks that have been created to guide the work. Most recently the Creative Health and Wellbeing 
Alliance's Creative Health Quality Framework (https://www.culturehealthandwellbeing.org.uk/sites/
default/files/Creative%20Health%20Quality%20Framework.pdf) offers clear guidance on how to deliver 
safe and effective projects. 

It is built around eight Quality Principles which drive quality and good practice:

Person-Centred: Value lived experience and enable potential.
Equitable: Work towards a more just and equitable society.
Safe: Do no harm, ensure safety, and manage risk.
Creative: Engage, inspire and ignite change.
Collaborative: Work with others to develop joined-up approaches.
Realistic: Be realistic about what you can achieve.
Reflective: Reflect, evaluate, and learn.
Sustainable: Work towards a positive, long-term legacy for people and planet.

The framework looks at how these principles might be adopted by everyone involved in Creative Health 
and explores how they might be applied to practice to support the best possible experience and health 
outcomes for participants.

In this talk alongside highlighting the establishing of Creative Health in the UK I will provide a number 
of case studies to illustrate a wide range of innovative projects . Looking across the three areas of 
prevention, treatment and recovery and acute care, these projects will shine a light on practice in the UK 
and what the future holds for this vital work.

9
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[ 国際シンポジウム事業 ]9.

　ロンドンのDNAには文化が深く根付いており、そのおかげでクリエイティビティ（創造性）の力を健康と、ウェルビー
イングのために活かす、またとない機会が訪れています。何世紀もの間、ロンドン市民の生活を豊かにしてきた芸術と
文化は、今日では、より健康的でより公平な都市に不可欠な要素としてみなされることが多くなっています。

　2024年、Greater London Authority（以下GLA）の委 託により、 Dr. Rebecca Gordon-NesbittとLondon Arts 
and Healthの画期的な報告書「Understanding Creative Health in London」が作成されました。この報告書は、
1700年代に起源を持ちロンドンに深く根付いたCreative Healthの伝統を明らかにするとともに、現在の私たちの
生活に変革をもたらしている先駆的なプロジェクトを顕彰する内容となっています。Creat ive Hea lthには、
ロンドン市民が生まれ、育ち、働き、年を取っていく環境の中にクリエイティビティを根付かせることによって、心身の
ウェルビーイングを高める活動が含まれています。このような活動が、病院、ミュージアム、図書館、劇場、公園、
コミュニティ拠点といったさまざまな場所で行われ、認知症、パーキンソン病、コロナウイルスの後遺症、依存症を患う
人や心の健康に問題を抱える人を支えています。

　このように豊かな伝統があるものの、障壁も依然として存在しています。ロンドン全体で約3万人のフリーランスの
アーティストが活動していますが、彼らの多くは収入がLondon Living Wageを下回っており、持続可能な資金源が
ほとんどありません。
　体系的な投資が行われておらず、ロンドン市民、特に最も弱い立場にある人々がCreat ive Hea lthに公平に
アクセスできる状態ではありません。こうした課題に対処することが、ロンドン市長によるHealth Inequalities 
Strategyとすべての政策において健康を考慮するアプローチであるHealth in All Policiesの中核であり、文化は予
防とエンパワーメントの推進力として位置付けられています。

　GLAのCulture, Creative Industries and 24 Hour London Unitは次の3つの優先事項にフォーカスした
プログラムを主導しています。

　報告書「Understanding Creative Health in London」は、arts-in-health活動の規模、成熟度、質を重要
なエビデンスとして提示し、行動を呼びかけました。この報告書の発表は、次のような大きな政策転換を予期させる
ものでした。2025年7月に英国政府が発表した「Fit for the Future: 10 -Year Health Plan for England」では、
以下の3つの変革目標が設定されています。

　Creative Healthは、これらの目指す方向性と強く合致しています。自宅に近い保健システムの中に文化的要素を
組み込むことで、ロンドンは予防、コミュニティ・ベースのケア、全人的ウェルビーイングの分野で先頭に立つことが
できます。このビジョンは、パートナーであるArts Council England、National Centre for Creative Health、
Culture, Health and Wellbeing Alliance、London Arts and Healthなどとの連携によって支えられています。

　私たちの発表では、ロンドンがCreative Health Capital Cityになるために、どのように文化資産を活用している
のかを取り上げます。GLAが変化し続けるヘルスケア環境の中で、システム上の課題に対処し、持続可能な仕組みを
提唱し、機会を最大化するために行ってきた活動から得た知見をお伝えします。参加者の皆さんには、文化、健康、
コミュニティというセクター間の枠を超えた協働によって、どのように格差を減らし、市民を励まし、より健康な都市の
未来を作ることができるのかについて、理解を深めていただけると思います。

　ロンドンのこれまでの歩みが、クリエイティビティは贅沢ではないということを証明しています。それは健康で
力強いコミュニティに必要なものです。Creative Health Cityを作ることで、すべてのロンドン市民に文化が持つ
変革の力を解き放つことができるのです。

所属：グレイター・ロンドン・オーソリティー（英国）　職名：プロジェクト開発担当主席
発表者：クレア・ラヴォット（英国）

「クリエイティブ・ヘルス・シティの構築：ロンドン市のアプローチ」【発表趣旨】

ロンドン市庁の文化・健康・ウェルビーイング部門の責任者で、Culture, Creative Industries and 24 
Hour London Unitに所属。ロンドン市長が推進するDement ia Fr iendly Venues Charterを担い、
ロンドンの若者のメンタルヘルスと文化的社会的処方を支援し、Creative Healthの専門知識をロンドンの
医療システムに組み込む活動を行っている。 ロンドン市庁に入庁する前は、First  Penguinを設立し、文化
機関において市民参加を活動の中心に据える取り組みを推進した。Spita l f ie lds  Mus ic、The Place、
ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団、Nesta、Arts Counci l  Englandで上級職を歴任し、一見不可能に
思えることを実現することに情熱を注ぐ。

略 歴

・ 文化による社会的処方：プライマリ・ケアとコミュニティサービスの中で芸術と文化を提唱すること

・Dement ia -Fr iend ly London：Dement i a  Fr iend ly  Venues  Cha r terを実行し、
　世界初の認知症フレンドリーな首都となること

・ メンタルヘルス：心の健康、特に若年層のロンドン市民の心の健康を向上させること

１.病院からコミュニティへ：自宅により近い場所でケアを行うこと

２.アナログからデジタルへ：テクノロジーの活用により、効率とアクセシビリティの向上を図ること

３.病気から予防へ：早期介入と健康状態の向上を優先的に選択すること

9
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　カンタベリーの歴史的なハイストリートにあるビーニー（The Beaney House of Art and Knowledge）は、美術館、
観光案内、図書館を1つの建物にまとめた市立のミュージアムで、毎年35万人以上が訪れます。
　ビーニーはこの13年間で、単なる収蔵作品の管理者から、健康とウェルビーイングの推進者へと、その役割を再定義
してきました。

　今回の発表では、ビーニーが革新的なプロジェクトとパートナーシップを通じ、実践の中にウェルビーイングを組み
込んできた過程について詳しく見ていきます。その道のりは2013年のPaper Apothecary Projectに始まります。それ
は、幸福とマインドフルネスの向上を目指す「文化的処方箋」を通じて、来館者に収蔵作品に親しんでもらうプロジェク
トでした。立ち止まって絵の細かいところを観察したり、館内のエレベーターで踊るなどの遊び心のある仕掛けをした
りと、さまざまな活動を行いました。このプロジェクトの参加者の96％が「気持ちが高まった」と報告しており、ビーニー
がウェルビーイングを支援する潜在力を持っていることが証明されました。

　このプロジェクトの成功を基に、ビーニーは、若年性認知症を抱える人とそのケアをする人たちが集まる月例グルー
プPower of the Objectを立ち上げました。このプログラムでは、収蔵作品を手に取ったり、テーマごとのワークショッ
プを開いたりして、会話を促し、認知的な刺激を与え、息抜きができるようにしています。それを補完する形で始めた
Singing for Wellbeingでは、音楽の治療的な力を活かして、参加者の発話の流暢さ、記憶力、自信を高めています。そ
の成果は、Canterbury Wellbeing Scaleを使って測定され、信頼性の高い評価が行われています。

　常に重視しているのは、アクセシビリティと包摂性です。10年以上前に始めたSensing Cultureという取り組みでは、
視覚障害者のために、触覚を使ったツアーやアーティスト主導のワークショップを開催しており、視覚障害者の孤立を
和らげクリエイティブな表現を可能にしています。それらのセッションを通じて創作された芸術作品はミュージアムの
コミュニティ・ギャラリーに展示されており、参加者の発言や成果を承認しています。

　ビーニーは、孤独による人々の健康上の問題が拡大していることを認識し、1年半をかけて、収蔵作品を、より多様な
人々やコミュニティの声が反映され、身近で関連性のあるものにする取り組みを行いました。そのMirror Mirror 
Projectでは、カンタベリーの歴史を形作った人物を公募し、若手アーティストに肖像画の制作を委託しました。それら
の肖像画をコレクションに加えることで、多様性と帰属感を尊重することへの永続的なコミットメントを示しています。

　デジタル革命はこの主潮を一層強化しています。Listen Here, Listen Anywhereのプログラムでは、主な作品を音
声で説明します。視覚障害者がキュレーションを行い、来館できない人々のためにリモートでの参加が可能となってい
ます。

　本講演ではビーニーのアプローチの理論と実践の礎（いしずえ）について、ストレスと孤独の軽減や認知機能の向上
などの測定可能な効果に重点を置き、詳しく考察します。この活動の中心にあるのはミュージアムのコレクションその
ものです。

　作品は受動的に存在する展示物ではありません。作品は、人々をつなぎ、記憶を呼び起こし、意味を生み出す
ための、強力な手段です。作品に主体的に関わることで、好奇心が刺激され、その人自身の人生の物語が
呼び起こされ、認知機能や情緒が豊かになる体験を得ることができます。認知症を患っている人たちにとって、

「コレクションを共有し、帰属感を分かち合う：健康を支え、人生を変える」【発表趣旨】

所属：ビーニーハウス博物館・図書館（英国）　職名：プログラム・アンド・ミュージアム・マネージャー
発表者：ミッチ・ロバートソン（英国）
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Culture is in London's DNA, and with it comes a unique opportunity to harness creativity as a force for 
health and wellbeing. For centuries, art and culture have enriched the lives of Londoners, and today, they 
are increasingly recognised as vital components of a healthier, fairer city.
In 2024, the Greater London Authority (GLA) commissioned Understanding Creative Health in London, a landmark 
report by Dr. Rebecca Gordon-Nesbitt and London Arts and Health. This research revealed the city's deep-rooted 
tradition of creative health, tracing its origins back to the 1700s and celebrating the pioneering projects transforming 
lives today. Creative health encompasses activities that improve physical and mental wellbeing by embedding 
creativity into the environments where Londoners are born, grow, live, work, and age. These interventions support 
people living with dementia, Parkinson's disease, long COVID, addiction, and mental health challenges, delivered in 
settings as diverse as hospitals, museums, libraries, theatres, parks, and community hubs.
Despite this rich heritage, barriers remain. Around 30,000 freelance arts practitioners work across 
London, yet many earn below the London Living Wage, and sustainable funding is scarce. Without systemic 
investment, equitable access to creative health for all Londoners, especially the most vulnerable, cannot 
be achieved. Addressing these gaps is central to the Mayor's Health Inequalities Strategy and Health in 
All Policies approach, which positions culture as a driver of prevention and empowerment.
The GLA's Culture, Creative Industries and 24 Hour London Unit has been leading a programme focused 
on three priorities:

Cultural Social Prescribing: Advocating for arts and culture within primary care and com-
munity services.
Dementia-Friendly London: Delivering the Dementia Friendly Venues Charter and creating 
the world's first dementia-friendly capital city.
Mental Health: Promoting better mental health, particularly among younger Londoners.

The Understanding Creative Health in London report provided critical evidence of the scale, maturity, and 
quality of arts-in-health activity and issued a call to action. Its publication anticipated a major policy shift: 
the UK Government's Fit for the Future: 10-Year Health Plan for England (July 2025), which sets out three 
transformative goals:

From hospital to community:  Moving care closer to home.
From analogue to digital:  Harnessing technology for efficiency and accessibility.
From sickness to prevention:  Prioritising early intervention and healthier choices.

Creative health aligns powerfully with these ambitions. By embedding culture into neighbourhood health 
systems, London can lead the way in prevention, community-based care, and holistic wellbeing. This vision 
is supported by a coalition of partners, including Arts Council England, the National Centre for Creative 
Health, the Culture, Health & Wellbeing Alliance, and London Arts and Health.
Our presentation will explore how London is leveraging its cultural assets to become a Creative Health 
Capital City. We will share insights from the GLA's work to address systemic challenges, advocate for 
sustainable models, and maximize opportunities within the evolving health landscape. Delegates will gain 
an understanding of how cross-sector collaboration between culture, health, and community can reduce 
inequalities, empower citizens, and create healthier urban futures.
London's story demonstrates that creativity is not a luxury; it is a necessity for thriving communities. By 
building a Creative Health City, we can unlock the transformative power of culture for every Londoner.

Building a Creative Health City: A London Approach

Clare Lovett （The Greater London Authority） 

●

●

●
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歴史的な作品を手に取って触れる体験は、記憶を解き放ち会話を促すことにつながります。社会的に孤立して
いる人々にとって、他者とともに芸術や文化遺産と出会う体験は、帰属感とアイデンティティ（自己認識）を得る
ことにつながります。

　ミュージアムで働く専門家として、私たちは特別な責任を担っています。コレクションがどのような人にもアクセス
可能で身近に感じられるものにするという責任です。これは、従来の展示の枠を超えて、包摂的な解釈、クリエイティブな
関与、コミュニティとの共同制作を取り入れることを意味します。参加と対話を促しながら作品を共有することで、
ミュージアムは、ウェルビーイングの推進者となり、人々が文化によって知識だけでなく、癒し、勇気、つながりを得られる
場所となることができるのです。

ビーニーの公式サイト：

Health & Wellbeing in Museums Toolkit - Canterbury Museums & Galleries　

（本資料の内容は、Canterbury Museums and Galleries（2021年）の著作物です。）

　

文化・健康・ウェルビーイング連盟（事例研究や有益な助言が得られます）：

Culture Health and Wellbeing Alliance

　　　
カンタベリー・ウェルビーイング尺度（認知症患者のウェルビーイングを評価するツール）：

Canterbury Wellbeing Scales: directions and scales

参考資料

25年以上にわたり文化セクターにおいて、アーティストや芸術団体を支援。最近では、ビーニーハウス博物館・
図書館（The Beaney House of Ar t & Knowledge）を含むCanterbury Museums & Galleriesの
チームの一員として活動している。ビーニーハウス博物館・図書館では、包括性を重視し、さまざまな背景を
もつ人々が博物館のコレクションに有意義な形で関われるよう努めている。認知症を抱える人たちを支援する
取り組みを含め、博物館をすべての人にとって居心地の良い空間にすることを目的とした数多くのプロジェクトを
主導。彼女の情熱は、つながりやエンパワメント、そしてウェルビーイングを育むためのツールとして、
コレクションを共有することにある。

略 歴

The Beaney, located in Canterbury's historic High Street, is a municipal museum that combines galleries, 
visitor information, and a library under one roof. Welcoming over 350,000 visitors annually, it has spent the 
past thirteen years redefining its role, not simply as a custodian of collections, but as an active agent for 
health and wellbeing.
This presentation explores how The Beaney has embedded wellbeing into its practice through innovative 
projects and partnerships. The journey began in 2013 with the Paper Apothecary Project, which invited 
visitors to engage with collections through “cultural prescriptions” designed to boost happiness and 
mindfulness. Activities ranged from pausing to notice details in a painting to playful prompts like dancing 
in the museum lift. The project demonstrated the museum's potential to support wellbeing, with 96% of 
participants reporting improved mood.
Building on this success, The Beaney launched Power of the Object , a monthly group for people living 
with early-onset dementia and their carers. Using handling collections and themed workshops, the 
programme fosters conversation, cognitive stimulation, and respite. Complementing this, Singing for 
Wellbeing harnesses the therapeutic power of music to improve verbal fluency, memory, and confidence. 
Outcomes are measured using the Canterbury Wellbeing Scale, ensuring robust evaluation.
Accessibility and inclusion remain central. For over a decade, Sensing Culture has provided tactile tours 
and artist-led workshops for blind and partially sighted participants, reducing isolation and enabling 
creative expression. Artworks produced through these sessions have been exhibited in the museum's 
community gallery, affirming participants ' voices and achievements.
Recognising the growing public health challenge of loneliness, The Beaney undertook an 18-month initiative 
to make its collections more representative and relevant. The Mirror Mirror Project invited the 
community to nominate individuals who shaped Canterbury's history, resulting in newly commissioned 
portraits by emerging artists. The accessioning of these portraits into the permanent collection signals a 
lasting commitment to diversity and belonging.
Digital innovation further extends this ethos. Programmes such as Listen Here, Listen Anywhere 
provide audio descriptions of key objects, curated by visually impaired participants, enabling remote 
engagement for those unable to visit physically.
This talk will examine the theoretical and practical foundations of The Beaney's approach, highlighting 
measurable benefits, from reducing stress and loneliness to enhancing cognitive function. Central to this 
work is the museum's collection itself. 
Objects are not passive artefacts; they are powerful tools for connection, memory, and meaning making. 
Engaging with collections stimulates curiosity, evokes personal narratives and provides cognitive and 
emotional enrichment. For individuals living with dementia, handling historic objects can unlock memories 
and foster conversation. For those experiencing isolation, shared encounters with art and heritage create a 
sense of belonging and identity.
As museum professionals, we hold a unique responsibility: to ensure these collections are accessible and 
relevant to everyone. This means moving beyond traditional display to embrace inclusive interpretation, 
creative engagement and co-production with communities. By sharing collections in ways that invite 
participation and dialogue, museums can become active agents of wellbeing and spaces where culture not 
only informs but heals, empowers and connects.

Shared Collections, Shared Belonging: Supporting Health and Transforming Lives

Mitch Robertson（The Beaney House of Art & Knowledge）
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【事後アンケート】

質問  以下の①から⑤について、感想（気づきや発見、気になったキーワードなど）をお聞かせください。

①ジェーン・フィンドレーさんの報告
○予防、治療、急性期の領域の3つに対して博物館、芸術が役割を果たしていることに驚きました。特に、急性期の領域につ

いては、非常に難しい点もあると思うのですが、医療空間そのものを変革して、芸術に触れられるよう工夫されていることが
すばらしいと感じました。

○「私たち人間はいつの時代でも、物語や歌、絵画、パフォーマンスなどの芸術を通じて自らの人生で体験した出来事を
共有し意味づけをしたいと願ってきました。私たちは他者に見てもらい聴いてもらいたい、そして互いにつながり合いたい
という想いから、そのような芸術表現を行ってきたのです」という冒頭の内容が印象的でした。私は人の願いや想いこそが
本当に尊いものだと信じています。だからこそ、芸術活動の源泉が人の心であるという、今回のフレーズに強く共感
いたしました。また、芸術が人を集め、人を癒すのは、心が中心になっているからかもしれないと思いました。

○Creative Healthの概要がよく分かりました。ダリッチ・ピクチャー・ギャラリーで普及事業が運営の中核として根づいて
いる点が印象的でした。

○Fancourt先生の話や、Creative Health Quality Frameworkも教えて頂き、大変参考になりました。言語化すると、
人々が目標を立てやすくなり、アプローチの方法が具体化され、こうして一丸となって取り組みやすそうだと思いました。

○NHSイングランドの新たな長期計画が、予防やコミュニティ中心のアプローチに重点をおくなどCreative Healthの
考え方と一致しているにもかかわらず、「芸術」については一度も触れていないという点がとても気になっています。

○予防、治療、回復それぞれのフェーズに、アプローチする仕組みがすでに構築されている点に、イギリスの20年の時間の
厚みを感じました。たくさんの取り組みをご紹介いただきましたが、特に「Hospital Rooms」につきまして、私が精神科や
院内学級の入院患者へのアプローチ方法について情報を集めておりましたので、大変参考になります。まだ少ししか動画を
視聴しておりませんが、アーティスト本人が自身の制作について紹介し、かつ制作のコアな部分を、簡単な材料と道具で
疑似体験する方法までレクチャーしてもらえる動画は、とても見応えがあります。

○イギリス内部でのCreative Healthの実践について，国内でも地域間での違いがあること，また予防期・治療期・急性期
での領域の違いがあることを知ることができました．

○完成品をつくるのではなく、ドローイングを経験するという「過程」を得るプログラムは、参加者自身の自走力を養う機会
にもなるのではないかと感じました。また、「Creative Healthという言葉すらなくなるくらい当たり前の社会にしたい」と
いう言葉も、強く心に残りました。

○国際組織に発展するまでには、草の根的プロジェクトと献身的なチームの働きがあったということに感動しました。それ故に
生まれた地域ごとの多様性が、国家規模の発展の元になっていると理解しました。

○「芸術表現は他者に見てもらいたい、他者とつながりたいという思い」という点で、美術館は「制作された作品を見せる」と
いう場所としての認識がつよく、「作り出す場」という認識はまだまだ薄いと感じています。「作り出す場」となれば、もっと
様々な人がつながり、行きたくなる場になっていく可能性があると思います。しかし、現在の「学芸員」という職種のスタッフ
では（人数だけでなく、専門として）やりきれず、アイデアが出ても実践されていかない現実があると感じています。
だからこそ、今回のお話のように、協働が必要ですね。

○Creative Healthが20年以上も前からイギリスで重要性が認識されていたことや、2019年の段階で芸術と健康に関する
最大規模のエビデンスがまとめられた報告書が発表されたことに驚くばかりです。パンデミックの間に、様々な実践がなされた
ことにも、ただパンデミックを否定的なものと捉えない前向きな取り組みに敬服するばかりです。8つの品質原則については、
どの分野にもあてはまりますが、人間中心、クリエイティブ、協働、現実的、内省などのキーワードから改めて気づきを得ました。

○Creative Healthの活動が、草の根活動で発展してきたということで、何事も理解してもらうためには、こつこつと時間を
かけてやっていくのが大事なのだと感じました。

○Creative Healthというこれまであまり意識してこなかった活動について、いろいろ教えていただきました。英国という
成熟した欧米文化圏ならではの、積極的な活動に素晴らしいと思いました。新型コロナのパンデミック後、心身が疲弊した
住民のケアということで地域ぐるみで政治力も加担して進めていくやり方はすごいと思いました。この事例を日本でも
できれば、もっと有効な博物館活動ができるのにと思いました。

② クレア・ラヴォットさんの報告
○アーティストたちがCreative Healthを通して、活動の幅を広げられるような取り組みがあることが分かりました。情報の

共有方法も、シンプルかつ手短に行うことが大事だと実感しました。
○市長が主導して全庁的に取り組んでいる、ロンドンの事例が興味深かったです。どんなこともそうだと思いますが、トップの

積極的な姿勢や関係者の連携が施策を前進させる力になっていると感じました。
○「全ての人が文化にアクセスできるように」という言葉に勇気づけられました。私はバリアフリーやアクセシビリティといった

概念を大切にしております。だからこそ、それらを端的で力強く表現された今回のフレーズが心に残りました。
○「Residence is futile」や、「Be humans（コメント欄で）」と言われていたのが印象的でした。イギリスは動きがはやい、

と思いますが、そうしたマインドを備えている方々もそもそも多いのでは（日本よりも多い？）と思いました。短く、誰もが
口にできる言葉を用意していきたいです。

○ロンドン市民にとって、芸術があったらいいものから、必要なものになっているということ。理想が現実になっていることに
勇気づけられます。40人の仲間がチームとなりコミュニティを組織化し、行政とともに立ち上がっていったということ。
チーム内の役割分担、組織化についてもう少し詳しく知りたいと思いました。

○エネルギッシュなお話しぶりに、とても活力をいただけました。近年、展示室や美術館・博物館の空間利用について、日本
では「リラックス」や「ゆったり」という言葉がよく聞かれるように感じますが、「messy」にまで踏み込もうとされる姿勢は
素晴らしいと思います。お話しされていたように、地域住民よりも館内職員の理解を得ることに時間を要しそうではあり
ますが、博物館、美術館という空間の可能性について、新しい視点をいただけました。

○ロンドンではすでに、自治体も含めたWellbeing・Creative Healthに関わる取り組みが行われていることに驚くとともに、
若いアーティストが平均収入以下での活動を強いられている実態を知ることができました。

○「ロンドンがCreative Health Capital Cityになるために」、市民の健康が、市の未来を支えていくこと、そこに文化資産が
大いに活用できることが認識されていることが素晴らしいと思いました。日本では、美術館・博物館は現在「観光施設」＝
収益を上げる施設という認識へと変わってきており、「稼ぐ」ことを求められます。「稼ぐ」ことも無視できない現実、それに
より文化資産の享受に格差が生まれる懸念、そうした課題をどうクリアしていくのかといったことを考えました。

○クレアさんからは、芸術文化による社会的な処方や認知症患者に優しい取り組み、若年層を中心としたメンタルヘルスの
向上に、日本と同様の課題を海外でも抱えていることを改めて認識しました。世界で共通する課題の一つであり、博物館浴の
ような取り組みをどんどん日本でも展開する時期にきていると実感しました。また、情報社会の進展に伴い、デジタル
コンテンツの必要性、また高齢者でも使いこなせるようになる社会の取り組みもより大切になってきていると日々感じて
います。コミュニティの必要性についても、つながりの大切さを認識しました。地域ケアを健康戦略に組み込むための、
非常に重要な要素になり得ると感じています。

○地域医療との連携ということで、公民館などで行われているミニデイ（看護師さんによる健康状況聞き取りや体操などを
実施）と連携できそうだと思いました。

③ ミッチ・ロバートソンさんの報告
○若者目線でデザインを行うことが大事なことが分かりました。街には3つの大学があり、若者たちが美術館等でアートに触れて

いるけれど、今後、よりも多くの若者を街に呼びたいという意欲、Creative Healthの更なる可能性を感じました。
○「どんな人でも芸術に触れられるように」という言葉が印象的でした。垣根を作らず、また、どんな人も受け入れられる環境を作る

ために教育を充実させるなど、迎え入れる側のスタッフへのフォローもしっかりとされている点がすばらしいと思いました。
○「肖像画をコレクションに加えることで、多様性と帰属感を尊重する」という内容が印象的でした。芸術活動と帰属感の

関連性については考えたことがなかったので、ミッチさんの報告は特に新鮮な視点で学ぶことができました。
○コレクションを共有することで、人々の健康を支える実践には説得力がありました。現在の自分の活動との乖離を実感し、

公立美術館に在籍していた頃の問題意識を思い出しました。
○最初に何をみるかの誘導があることは、面白いと感じました。歌の効果など、環境に応じていろんな効果を詳しく知りたいで

すね。日本の未病対策にもなり得ると感じました。
○Paper Apothecary Projectから始まったプロジェクトの進化は、素晴らしいと感じました。作品が収蔵品に終わらず、作品が

中心となりそこから新たなものが生まれたり、つながったりしていく過程こそ、芸術の役割なのではないかと思いました。
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Innovate MUSEUM
「健康社会」実現を目指した、国際的「博物館浴®」ネットワークによる
社会課題解決事業（中核館：九州産業大学美術館）
令和7 年度 文化庁「Innovate MUSEUM事業」 実施報告書

[ 国際シンポジウム事業 ]9.

○「Mirror Mirror Project」は地域のコレクションと地域住民とをつなぐ、大胆なプロジェクトで驚きました。帰属意識を
高めるというとても大きな目的でありながら、博物館からの問いかけに対して、利用者自身が考え、リアクション（投票）する
仕組みは投票→肖像画制作→収蔵というプロセスとともに利用者にとってもシンプルで分かりやすく、参加意欲をそそる
ものであるように思います。

○地域をどう巻き込んでいくか、地域の方に収蔵品に親しんでもらうだけではなく、収蔵品を一緒に作っていく姿に、これから目指す
べき形を見ることができました。

○地域に貢献した人物を公募し、その肖像画を新たな資料にしていく手法については、つながりから生まれる資料という
考え方に温かみを感じました。同時に、参加者が「自分はどんなつながりを感じているのか」をさらにシェアできれば、
つながりがつながりを呼ぶ空間になっていくのではないかと想像し、高揚しました。

○図書館がウェルビーイングを届ける場になっている事例から、博物館に限らずウェルビーイングのステークホルダーになりうる場所は
他にもあるのではないかと思いました。普段博物館にまだ触れる機会が少ない方にとって、「普段行く場所」がウェルビーイングな
場として機能し、そこから地続きで博物館のポテンシャルも認知されていくような循環が生まれたら素敵だと感じました。

○年間35万人が訪れるという市の施設の存在にまず驚きました。参加を促すプログラムの実施は、その時に終わらず、将来まで
続く（帰属感が生まれるなど）要素を持つべきことが理解されました。

○「帰属感を分かち合う」というタイトルにもありましたが、「帰属感」が大切な言葉だと思います。特に、地域の博物館・美術館は、
その地域の人たちに「自分たちの場所」と感じてもらえることから存在の意義が生まれてくる―当たり前のような考え方が、
時として忘れられている現実に直面しているだけに、印象に残る言葉となりました。来館者が絵画を見ることで、絵画を描いた
人やその背景といったことではなく、幸せな時間を過ごす、感じる、思い出すといった体験を促す取り組みなど、ミッチさんの
お話とビーニーでの取組みについては関心を持っております。

○ミッチさんは、美術館・観光案内・図書館がひとつになったミュージアムでの活動から、アクセシビリティと包摂性の重要性を
説いてくださったことが印象的でした。美術館の所蔵作品から、健康と人生を変えていく取り組みは本当に素晴らしいものです。
つながる、学び続ける、気づくことのキーワードは、私たちが生きていくうえで欠かせないものだと思うと同時に、私自身も
そうありたいと思っています。

○「Paper Apothecary Project」というプロジェクトでは、視覚的に、海外の薬屋さん！というビジュアルでとてもわくわくしま
した。沖縄だと商店や駄菓子屋（まちやぐゎー）っぽくしたらウケるかもしれません。

○「Paper Apothecary Project」や「Singing for wellbeing」など具体例を紹介され、評価方法もCanterbury Wellbeing 
Scaleを使って評価データを残していて徹底しているなあと思った。現場で実際に体験してみたいと思った。

④ 質疑応答（ジェーンさん、クレアさん、ミッチさんの回答など）への感想
○3人のスピーカーそれぞれの方が、違う機関に所属していながらも、「つながり」を持っていることを感じました。皆さんの

話し方がすごく優しくて、相手に対して思いやりや尊重の態度で接しているように感じられました。時に「スローペース」に
なることも大事だけれど、考えることをやめずに思い立ったらすぐに行動することが大事なことだと改めて感じました。

○「彼らのためにではなく、彼らと共に築く」 「どうして来ないのかを"理解したい"」といった言葉が印象に残りました。利用者や
参加者ではなく、共同者として尊重されている姿勢に感動いたしました。

○三者が互いの活動に敬意と理解を持ち、国全体で取り組まれる姿勢が伝わってきました。若い世代をもっと多く巻き込み
たいという、ミッチさんの言葉が印象に残りました。

○課題に対してねばり強く取り組み、理解の促進に向けたアクション、人 と々のつながりを重視する姿勢は課題解決に向けて
大切であることをあらためて気づかせていただきました。

○博物館のタイプは様々にあるように、様々な取り組みがWellbeingに繋げられると思いました。実際、ロンドンでgreenとか
blueと呼んでテーマごとにそれがなされているのかな、と思いましたので、ぜひ参考にしていきたいです。

○障壁があることは当然なことだと感じていましたが、前に進めるということを力強く思いました。若者が「ありのままで
いられる場所」が気になりました。日本には「不完全さも許される文化」として詫び寂びがあるとおっしゃったクレアさんの
言葉が心に残っています。

○行政や医療機関、アーティストとの協働する際のポイントについて、「共通言語で話す」と言われたことが印象的でした。
私は、共通言語を探ること、ひいては相手の専門領域を知るところから始めるべし、ということかと理解しました。お三方が

プロジェクトチームや関係者と、非常に丁寧にコミュニケーションを重ねてこられたのだと感じ、その姿勢を見習わなければと
背筋が伸びました。

○SNS活用についても、情報発信ツールとしてだけでなく、博物館に来ない若者の潜在ニーズを可視化するツールとして捉える
視点が、とても参考になりました。

○「受付、警備など現場スタッフとの早期共有が必要」とのご意見が大変貴重だと思いました。組織で何かに取り組むときは、
最も必要なことであると改めて実感し、ご経験の中から生じた言葉としてありがたく受け止めました。

○質疑応答の最後の方で出てきた「Slow thinking space」という言葉も、キーワードだと思いました。つながりを持って行く
ためにも、そういう場が大切だと思います。

○皆さんが試行錯誤の中、いろいろな活動や取り組みを行なっているということで、そこは私たちとも変わらないのだと、
自分たちもできるかもしれないという気持ちになりました。勝手に環境が恵まれているのだろうなと思っていたところが
あったので（予算面や上司の理解など）。

⑤ 今回の国際シンポジウムをもとに、今後自分たちの活動で取り組んでみたいこと
○来年度は、引きこもり児童のサードプレイスとして美術館を活用してもらえるよう取り組む予定です。また、障害者の方が

もっと気軽に参加できるような取り組みにも取り掛かりたいと思います。
○博物館を併設する宗教施設として、人や地域を支える場の可能性を、現実とのギャップも含めてあらためて考えたいと

思いました。
○領域横断による研究を推進することは困難な面もあるが、エビデンスを明示し、社会や他者にとっての有益性を含めた

提案ができるよう、対話とつながりを大事にしながらデータを蓄積したいです。
○"Nothing that's worthwhile is ever easy." を合言葉に、私も自分なりに進めていきます。
○博物館の実践や価値を言語化・フレームワーク化して、社会に共有することの重要性を再認識しました。地域市民にとって、
「この博物館があって良かった」と思われ、同時に地域外の人にも「この街に住みたい」と感じさせる博物館づくりに取り
組みたいと思います。

○私は一般市民としての感覚しかありません。でも、このままではいけないということだけは強く感じております。大人でさえ生き
づらい現代、子どもたち若者たちの心が解放される場所はあるのでしょうか？デジタル化を否定するわけではありませんが、
人として生きていくための時間（もう少しゆっくり）、つながり（人、自然、もの）が必要なのではないかと思います。まずは
地域に根付いた文化、芸術に触れること、そこを基盤に人々が繋がっていくことは出来そうです。

○当館では大学博物館として、学生とともに博物館活動を実施してきましたが、近年では地域（市）と協働での事業を実施する
など、地域博物館としての役割も増してきていると考えています。地域の中では大学は敷居の高い場所で、敷地内に自由に
入れることを、近くにお住まいの方ですらご存じないこともあります。まずはその垣根を取り払いつつ、子ども達や地域の方が
もっと利用しやすい場を作っていきたいと思います。そして当館では、今年20周年を迎えるにあたり展示更新を実施している
最中ですが、その中では子ども達に展示物やパネル作成をお願いしている箇所もあります。この活動も、Creative Healthの
一つとしてとらえて、地域と「一緒に」良いものを作っていくことを、まずは実践したいと思います。

○仲間づくりやエビデンス構築のノウハウも学びが多く、特に「単に集めるのではなく、誰に届けるかを見越してエビデンスを
集める」という姿勢は、自分の活動にも取り入れていきたいと思います。

○実験結果による具体的な数字や理念・基本姿勢は（具体例の中に浮かび上がる普遍的問題・成果・理念とともに）、公立私立に
関わらず、美術館として学ぶべきであり、生かせるものと思われました。弊館は箱根という温泉地にありますので、立地を
生かした独自の方向性が探れないかと思いを巡らせております。

○"Nothing that's worthwhile is ever easy."という言葉が最後にあり、英国でも決して平たんな道のりではなく、諦めてしまい
たくなる状況もあったからこその言葉だと思います。諦めてはいけない、という気持ちが大切であることを改めて感じました。

○私はこれまで、「誰もが楽しめる美術館」とい言葉を使ってきました。しかし、今日の講演を聞いて、これからは「健康を支える
美術館」という言葉も使って話していきたいです。

○まずは当館の展示内容や取り組みを知ってもらうことからだと思うので、学校や地域（公民館、福祉施設）などに教育普及や
生涯学習となるプログラムを導入したいです。幸いにも当館には図書室が併設されており、子どもたちが毎日走りまわって
いる環境にありますので、まずはその子たちが楽しめるようなロビー展をやりたいと考えています。
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